
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１０年６月１３日            NO,２１７ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
菅
直
人
首
相
が
、
民
主
党
と
内
閣
の
人
事
を
終
え
、
新
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
が
、

鳩
山
前
首
相
や
小
沢
前
民
主
党
幹
事
長
の
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
、
普
天
間
基
地
問
題
な
ど
の
公
約

を
裏
切
り
国
民
の
期
待
に
背
い
た
政
治
へ
の
反
省
と
自
覚
が
な
け
れ
ば
、
新
政
権
を
発
足
さ
せ
て
も
国

民
の
願
い
に
こ
た
え
る
新
し
い
政
治
は
生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。 

 

記
者
会
見
で
菅
首
相
は
、
普
天
間
問
題
で
は
「
心
配
か
け
た
」
と
言
っ
た
だ
け
で
、
鳩
山
前
首
相
や

小
沢
前
幹
事
長
の
問
題
に
は
、
自
分
か
ら
一
言
も
ふ
れ
ず
、
普
天
間
基
地
問
題
や
「
政
治
と
カ
ネ
」
の

問
題
で
、
鳩
山
前
首
相
が
退
陣
し
た
こ
と
へ
の
反
省
も
自
覚
も
見
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

菅
首
相
が
、
国
民
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
、
真
摯
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
一
時
は
目
先
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
国
民
の
批
判
に
追
い
詰
め
ら

れ
、
前
政
権
と
同
様
の
結
末
を
む
か
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

 川田城は、沼田城主６代 
の沼田景久（ぬまたかげひ 
さ）の４男の川田四郎景信 
（かわだしろうかげのぶ） 
が築いたといわれています。 
 応永 13 年（１４０６）、 
群馬郡国分の村上出羽守に 
攻撃されたこともありまし 
たが、５代光行（みつゆき） 
までつづき、天正７年（１５７９）に小田原の北条氏、翌年には

真田昌幸に攻撃され、滅亡しました。 
          城は、真田氏が再興し山名信濃守を城主に

しましたが、その後北条氏に攻められ、城は

荒れはててしまいました。 
          真田伊賀守改易後に、加沢平次左衛門が城

の一角に住み、元禄５年（１６９２）５月

28 日に 65 歳で亡くなりました。 
          伊賀守が改易された時、幕府の上使から尋

問を受け詳細に供述した加沢平次左衛門の

「加沢覚書」は、のちに「加沢記」とよばれ、

戦国時代の利根沼田の歴史を調べるうえで

貴重な資料といわれています。 

 ４日におこなわれた、６月定例市議会の一般質問で大東議員は、３選を

はたした市長の今後の市政運営について、国民健康保険特別会計に一般会

計から繰り入れをおこない国保税の引き上げを中止することを求め、グリ

ーンベル 21 に対するこれからの対応、住宅リフォームに助成をおこない地

域経済を活性化させることなどを求めました。 
 これからの市政運営について市長は、「財政の健全化について、運営経費

の削減をすすめ、選択と集中による事業実施をすすめる。市民サービスを

安定的に供給できるようにし、明るく元気なまちづくりをすすめる」と答

えましたが、どのような事業をすすめるのか具体的には答えませんでした。 
 一般会計から繰り入れをおこない、国保税の値上げを中止するよう求め

た大東議員に市長は、「一般会計からの繰り入れをおこなわず、運営したい」

と答え、大東議員は、他市でも繰り入れをおこなっていることを示し、繰

り入れを求めましたが市長は、「税率を改定しても 12 市のなかで沼田市は、

下から 7 番目」と答え、繰り入れはおこなわないと繰り返し答えました。 

 群馬県消防協会利根沼田支部消防ポンプ操法競技会が６日、沼田公園野

球グランドでおこなわれました。 
 ポンプ操法競技会は、ポンプ車の部（９チーム）と小型ポンプの部（10
チーム）でおこなわれ、利根沼田の市町村から各消防団が参加し、日ごろ

の訓練の技を競い合いました。 
 ポンプ車の部と小型ポンプの部の優勝は昭和村で、ポンプ車の部で沼田

市の第 1 分団第 4 部が 2 位となり、県大会への出場を決めました。 

 たなはしせつ子（参議院群馬選挙区予定候補）さん

は 9 日、老人介護施設を訪問し職員と懇談しました。 

 懇談では職員から、「利用者が経済的理由でサービス

を制限しなくてはならないのは、おかしい」といった

意見がだされ、たなはしさんは、「老後を安心して           

す ご せ る 政 治 

に 変 え る た め

に、全力でがん

ばります」とか

たりました。 

 懇談には、大

東議員も参加し

ました。 


